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津波で多数の児童が犠牲になった石巻市大川小。最愛のわが子を奪われた親

は、がれきに埋もれた校舎や避難所で２９日を迎えた。頭をよぎるは「学校は

なぜ、子どもの命を守れなかったか」との思い。日ごとに膨らむ疑問と説明不

足への不満は、学校に対する不信感に変わりつつある。 

 

 大川小周辺では２９日も、消防団や自衛隊、警察など数十人態勢での捜索活

動が続いた。子どもが行方不明になっている親たちも連日、捜索に加わってい

る。 

 

 ６年生の娘(12)が行方不明になっている父親(42)も、毎日のように現場を歩

く。「学校にいれば大丈夫、校舎の２階にでも避難していると思っていた」と

いう。なぜこれほどの犠牲が出たのか―。足を運ぶたびに、次々と疑問が浮か

ぶ。 

 

 ３年生の息子が行方不明になっている４０代の父親は、市内の避難所から、

各地の遺体安置所に通う日々が続く。学校からは当時の状況について説明がな

い。「津波から逃げる時間は十分にあったはず。学校は子どもが犠牲になった

親一人ひとりに説明すべきだ」と憤る。 

 

 「今ごろは卒業しているはずだったのに」と話すのは、６年生の息子を失っ

た３０代の母親。自宅は津波に流され、避難所に身を寄せる。卒業証書でも、

卒業アルバムでも、息子の思い出が欲しいが、子どもを失った親に学校からの

連絡はない」と涙を浮かべた。 

 

 ６年生の息子を亡くした男性は、時間が過ぎ、冷静さを取り戻すにつれて悔

しさが増す。誰が悪いではなく、徹底的に検証してほしい。今後のために子ど

もの死を無駄にしてほしくない」と語気を強めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 


